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現在提供中の固定ブロードバンド主要サービス

個人向け
OCN光

法人向け
OCN光

PPPoE・IPoE
(IPoE標準提供) PPPoE IPoE

提供方法 光コラボ(光卸)、フレッツ別契約(フレッツはお客さま手配)
(NTT東日本・NTT西日本)

通信速度
ファミリー 100Mbps、200Mbps、1Gbps

マンション 100Mbps、200Mbps、1Gbps

OCN フレッツ網
ONU/

HGW等
お客さま機器

(ルータ/
LANスイッチ等)

アクセス区間までISP一括提供

ISP提供 お客さま手配

ISP区間 アクセス区間 お客さま宅内区間

NTT東日本
NTT西日本

無線LAN

有線LAN

インターネット

光コラボ(光卸)

フレッツ別契約

【提供イメージ】
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通信品質に関する広告等の表示
■個人向けOCN光 - Web表示 -

アクセス回線種別ごとの
最大通信速度

https://www.ntt.com/personal/services/internet/hikari/ocnhikari.html

通信速度に関する注意点
(ベストエフォート型、
実効速度、変動要因等)

通信速度に関する注意事項を
お客さまが

気付きやすい場所に
注釈掲示
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通信品質に関する仕様の説明
■個人向けOCN光 - 重要事項説明 (抜粋) -

https://www.ntt.com/personal/signup/internet/hikari/ocnhikari.html

通信速度に関する注意事項を
重要事項として

HPにて掲示
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通信品質の確保に対する取組み

■収容設計

・お客さま収容装置における、セッション数やトラフィック量、
パケット廃棄量の測定／分析を実施しています

■自社における品質測定状況、
ネットワーク機器のパケットロス監視等

・上記の測定／分析状況や、将来の需要量(契約者数、トラフィック量等)を考慮し、
必要な設備量を算定しています

・構築のリードタイムを考慮した設備増強により、あらかじめ必要な設備を
確保しています
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（参考）OCNで取得している品質データの例
構成員限り
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（参考）サービス別の通信品質の確保例

インターネット

各種
クラウド
サービス一般

Webサイト等

個人

Windows
Update

企業

個人向け
OCN

NTT東日本・西日本 NGN

トラフィック制御装置

法人向けOCN

標準
プラン

ワイドプラン
（高品質）

企画型
トラフィック OCN

・トラフィック制御装置を活用し、サービス・メニュー毎の通信品質を確保
- 品質の異なるサービス間で、相互に影響を及ぼさない

(例) 個人向けOCNでの一時的なトラフィック増加(バースト等)の際、法人向けOCNには影響を及ぼさない

- 法人向けサービスの中でも、通信品質で差異化したメニューを提供
※標準プランとワイドプラン

個人向けOCN
ご利用

法人向けOCN
(標準プラン)
ご利用

法人向けOCN
(ワイドプラン)

ご利用
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測定項目・測定手法に対する意見・留意事項等
固定ブロードバンドサービスにおける品質測定の実施にあたっては、
以下のような事項について、充分な議論が必要と考えております
■測定条件、手法等

①各ISPおよびユーザにとって、測定条件/手法が公平/中立であること。
②ユーザの宅内構成(Wi-Fi、有線LAN構成、機器性能等)に起因する測定結果への
影響を回避できる測定手法であること。

③固定ブロードバンドでは、アクセス種別やメニューが多岐に渡る。
そのため単純な「ISP単位」や「大きなサービス単位」での比較は誤解を与える可能性有。
一方でそれら多岐に渡るケースの、網羅またはパターン化は課題。

④仮に一般ユーザが測定に関与する手法の場合、利用ISPやアクセス種別等の
情報の正確性をどのように担保するかは課題。 (自己申告制による信頼性低下)

⑤品質に影響を及ぼす設備区間は、ISP設備だけでなくアクセス設備もあること、
また、測定の時間帯によっても変動することは考慮要。

■費用等
⑥仮にISPに何らかの費用負担(環境構築、運用、利用料等)が生じる場合でも、
過度なものでないこと。またその際の各ISPの参加是非や負担方法も課題。

■情報開示
⑦品質測定結果について、正しい理解がなされるよう、ユーザへの適切な情報開示
および啓もうが必要。
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ご清聴ありがとうございました


	固定ブロードバンド品質測定手法の�確立に関するSWG�ヒアリング資料
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9



